













Women’s Book Ownership and Learning in Renaissance Italy:





Italian Renaissance, manuscript illumination, book of Hours, 
Thomas Aquinas, Gonzaga
Abstract
 The Hours of Cecilia Gonzaga （Morgan Library & Museum MS M.454）, a fifteenth-
century Lombardian illuminated prayerbook, has been known to art collectors and 
scholars alike since the eighteenth century. The Book of Hours has recently been object 
to a number of detailed studies, long overdue, that are primarily archival and stylistic in 
content.
 This articles aims to propose a new hypothesis concerning the owner of the Hours 
of Cecilia Gonzaga, shedding a new light on the meaning of the prayer which contains 
the female name Cecilia. At the same time, through a re-interpretation of the coats of 
arms, imprese, and inscriptions found in the decoration, the author sees a more active, 
political role that might have played both the Gonzagas and the Foglianis, in an 
attempt to unite the two families and their histories through the making of the book of 
Hours, possibly made not for Cecilia, but for a young female member of Gonzaga-
















































2 ．『チェチリア・ゴンザーガの時禱書』の写本学的知見とテクスト 1 ）
　本稿末尾の【附録 1】に記載のとおり、『チェチリア・ゴンザーガの時禱書』は、縦約 183 ミリ、
横約 132 ミリの寸法を持ち、時禱書写本としては標準的なサイズである。225 葉の獣皮紙に縦




下に「2」、f.25 の左下に「4」など、ほぼ 8 葉間隔で鉛筆による書き込みが認められる（【附録 1】、折
丁構成の項参照）。これは、装幀の修復の際、製本業者が折丁の順番を記録したものと考えられ


















影響が顕著であるとする一般的な傾向とも合致する（Manzari 2013, 175-195）。しかし、M.454 写


































1-7, 12, 17, 18）。罫線 8 ～ 11 行分の高さとテクスト欄の幅を持つ、いわゆる半頁大のサイズで
ある。Ff,83, 86, 90v, 95v, 96v, 98, 223 の挿絵は、上辺が半円アーチを描き、残り 19 点の挿絵は
長方形である。本稿末尾掲載の【附録 1】に挿絵の主題は掲載した。大部分は標準的な主題が選択























ている（図 3, 12）。このタイプの余白装飾は、15 世紀のロンバルディア地方に特徴的なものであ
る 13）。3 種目のボーダー装飾は、背地の一部には 13 世紀後半以来パリの写本彩飾に多く見られる
モザイク文と呼ばれる細かい格子を金、赤、青で市松模様のように塗り分けた文様を置き、別の
部分には、15 世紀前半のパリ、ついでフランドルでも一般化した葉表が青色、葉裏が黄色のアカ



















































架の聖務日課の七つの時課の全ボーダー装飾が 14）、第 1 のタイプと第 2 のタイプが変則的に入れ
替わるように見える点が挙げられる。また、聖母の小聖務日課は、上述の装幀修復時に記された
と推定できる鉛筆による整理番号によるクワテルニョンの折丁構成によれば、ちょうど新しい折







































（【附録 1】）。これらフォリアーニ家に関係する図像については、以下第 5 節 50 頁以降で改めて論
図 9． フランチェスコ会使用式聖務日課書の画家（工房）






























のアレクサンダーの提唱以来、この彩飾画家を 1460 年代から 1480 年代にかけて活動した「ビラ
































シャル D や Q の内側を濃紅色や濃青色に塗りつぶした上に金泥で描いた側面観の人物の胸像や紋















ンバルディア様式の画家が未同定であると考えている（Alexander 1994; 2016, 128）。これに対し
て、ロンバルディアにおける国際ゴシック様式に連なる初期ルネサンスの写本彩飾に関して詳細
な様式分析を行ったザニケッリは、1440 年代から 1460 年代に活動した「フランチェスコ会使用

































（Zanichelli 2008, 328）、M.454 写本の所有者がチェチリアという名であることは、f.138v から
f.139 にわたって記載されている祈禱文から明らかである［【附録 2】参照］。このチェチリアとは誰
なのか。ゴンザーガ家の家系図をひもとくと、M.454 写本と同時代、15 世紀に集中して 3 人の
チェチリアが確認できる（Litta 1834b, Tavola II-III）21）。国際ゴシック様式の時代からマンテーニャ
の活動期にかけて生を享けたこれら 3 人のチェチリアに関する研究は、ピサネッロの肖像メダル、
彩飾写本、マンテーニャ筆マントヴァ、サン・ジョルジョ城《夫婦の間》（図 13）等の美術作品研究
に付随して、19 世紀以来散発的に言及がなされてきた。就中 20 世紀後半以降のシニョリーニに






































































































ゥー リ が 紹 介 し た 文 書 の 新 た な 翻 刻 を 引 用 し て い る（Franceschini 1993, I, 738, doc.1158d;　
Zanichelli 2008, 328, n.5 に転載）。この新しい翻刻における故カルロの息女（figliola）という記載
からも彼女が庶子であると解するのは難しい。1834 年にリッタが編纂した『イタリアの名家』のゴ
ンザーガ家の巻の第 3 葉では（Litta 1834b）、1445 年にカルロが再婚した二人目の妻リンガルダ・
マンフレディとの間の 3 人の子の一人として記載する。さらに、シニョリーニは、弟カルロの 4










モーガン・ライブラリの彩飾写本のオンライン・カタログでは、M.454 写本に関して 1946 年 1






ンブルクがグリエルモに祈禱書の彩飾を依頼する 1469 年 3 月 12 日付の会計文書である（Campori 
1872, 12, 30-31, no.XII）。同文書にはチェチリアへの言及はないが、上述のモーガン・ライブラ
リ記述ファイル 4 頁付記において、彩飾に登場するインプレーザを根拠として、バルバラがグリ





















　リッタの 1834 年の家系図 28）、リッタを典拠とすると考えられるモーガン・ライブラリのオン
ライン記述では 29）、チェチリアはルドヴィコ 2 世の庶子の一人であるとしている。アレクサンダ
ーも、2016 年刊行のイタリア・ルネサンスの写本彩飾に関する総合的な著作の中で、同様の見解
を示すが、その根拠は示されていない（Alexander 2016, 128, n.109）これに対してシニョリーニ
は、1985 年に初版が刊行された《夫婦の間》とゴンザーガ家の歴史、マンテーニャの活動について
総括する著書『オプス・ホック・テヌエ』（初版 1985; 新装版 2007）で、マントヴァ国立文書館所蔵
の資料を引用しながらルドヴィコ 2 世と妻バルバラの間の 12 人の子供たちの誕生を概観し、チ
ェチリアはバルバラが 1451 年 3 月 26 日に出産した 3 番目の娘であるとしている（Signorini 2007 
（1985）, 22 および n.61）。ただし、注意しなければならないのは、他の子供たちのケースと違っ










ヴィコとバルバラの間には早世した者も含めれば 6 人の女子が生まれた（Signorini 2007（1985）, 
22）。文献記録の調査によって、《夫婦の間》壁画制作時期には、次女スザンナはフランチェスコ




















（Signorini  ibid., 50）。代わって三女ドロテアとの婚約交渉も難航し、結局 1467 年、ドロテアの




および Schevenoglia 1857, 52）。入会の時期は不明であるが、1467 年のガレアッツォ・マリア・
スフォルツァの書簡にチェチリアが修道女であるとする言及があること（Signorini ibid., 55）、ス
キヴェノリアの『マントヴァ年代記』に校訂者ダルコが付した注記にチェチリアがサンタ・パオラ
修道院の修道女であったとの記載が見えること（Schevenoglia 1857, 33, n.2）、さらにスキヴェノ
リアの年代記の 1472 年 3 月の記述に、彼女がフランチェスコ会第 3 修道会修道女としてマント
ヴァのオスペダーレ・グランデの総裁の地位にあったとする記載が見えることから（Schevenoglia 









　チェチリアが 1478 年の春に死去したことは、父ルドヴィコ 2 世がフィレンツェ駐在のマント
ヴァ公使を介して同地に駐屯していた四男ロドルフォに宛てた 4 月 20 日付の書簡や、母バルバ
ラがテュービンゲンのヴュルテンベルク公に嫁いでいた五女バルバリーナに宛てて姉の死を伝え
る 3 月 24 日付の書簡からほぼ確実とみられる（Signorini 2007 （1985）, 118, n.318）。彼女の死因
については、ルドヴィコ 2 世が次男フランチェスコ枢機卿に妹の死を知らせるためにローマに宛


















































贈った、と写本制作の背景を推測している（M.454 “Curitorial Description, p.4）。
　この古い仮説は、M.454 写本の挿絵を制作した少なくとも二人の彩飾画家たちの一人がグリエ
ルモ・ジラルディと仮定していることになる。グリエルモ・ジラルディは、フェッラーラを主た











作されたと判断するには装飾文の様式には相違が顕著である（図 1 ～ 12）。また、人物像は、M.454
写本の二つの様式のいずれとも似ているとは言い難い。したがって、バルバラ・フォン・ブラン
デンブルクが 1469 年にグリエルモ・ジラルディに彩飾を依頼した写本を M.454 写本と同定する
ことは難しい。
　次 に M.454 写 本 の イ ン プ レー ザ を 検 討 す る。上 述 の モー ガ ン・ラ イ ブ ラ リ の Curitorial 
Description では、f.195 の右余白に描かれた太陽を見上げる鹿モティーフのインプレーザをルド
ヴィコ 2 世の五女バルバラのものと同定している（おそらくルドヴィコ 2 世の妃バルバラに言及
しようとして、娘の結婚後の称号を誤記したものか）（図 17）。その根拠は明確に示されていない。
おそらく、鹿の身体に巻き付いているドイツ語のモットー “Bider craft”（Widerkraft 「権力への抵
抗」）が、バルバラを連想させたためと推測できる 33）。だが、シニョリーニによれば、事実は異な
るようである。シニョリーニは、この鹿のインプレーザがマントヴァ伯フランチェスコ 1 世（1407
歿）に遡るものであることをエクィコラの 1519 年の証言を引用しながら明らかにしている（Signorini 
2013, 11-13）。同じ f.195 右余白の、鹿のインプレーザの下に描かれている、フランス語のモッ
トー “VRAI AMOR NON SE CANG”（Vrai amour ne se change「まことの愛は不変」）を伴う逆巻く
波に浮かぶ湾曲した流木にとまるコキジバトのインプレーザは、モーガン・ライブラリの記述で
はルドヴィコ 2 世の個人インプレーザと解説されていた（M.454, Curitorial Description, p.2）。こ









させたサン・ジョルジョ城の《夫婦の間》のルネッタ部分に上記の 3 つを含む 5 つのインプレーザ
が描かれていることに言及している（Signorini ibid.）34）。加えて、ルドヴィコ 2 世のブロンズ製メ
ダルの一つでは、ルドヴィコが採用したヒドラのインプレーザとともにコキジバトのインプレー





いる 36）。したがって、M.454 写本の f.195 の欄外余白の 3 つのインプレーザは、ルドヴィコ 2 世
が祖先より継承した個人のインプレーザを表していると解することができるほか、M.454 写本制
作当時におけるゴンザーガ家本流を象徴していると解釈可能である。











 ms. Ludwig IX 13, f.159v.


















に発行され、1469 年に更新されたコッラードに対するナポリ＝アラゴン王フアン 2 世によるアラ
ゴンの紋章の使用を許可する開封勅書を根拠として、1460 年代後半にコッラードが使用していた





































































ェスコ会総会への参加に合わせて 1418 年（トスカナ暦 1419 年）にマントヴァに来訪したシエナの
ベルナルディーノゆかりのクリストグラムが、聖十字架の聖務日課の挿絵 1 点（f.67v）、聖母の小
聖務日課の挿絵 2 点に書かれていることは（ff.179, 200）（図 5）、ベルナルディーノを記念して祖
母パオラ・マラテスタが設立したサンタ・パオラ修道院にチェチリアが入会した事実を示唆する
ようにも解釈できる。ザニケッリが推定するように、f.162v から開始する聖母の小聖務日課が、
小さな 4 行高の図像入り彩飾イニシャルのみで冒頭が区画されていたとは考えにくい（Zanichelli 


































コ・ゴンザーガが最初に使用したものを長子ルドヴィコ 2 世が継承したものと解釈した（図 17）。
ジャンフランチェスコの第 2 子カルロ・ゴンザーガの家系がこれらのインプレーザを使用する権
利を排除する証拠は、まだ確認されていない。第二の画家がこれらの彩飾を行った時期が早くと
も 1460 年を遡らないとすれば、ジャンフランチェスコとルドヴィコの不和が 1440 年代には解消




































































 1） 『チェチリア・ゴンザーガの時禱書』の挿絵や重要な彩飾のある合計 62 頁の電子画像は、モー
ガン・ライブラリのウェブサイト上で公開されている：［http://ica.themorgan.org/manuscript/
thumbs/77330 ］
 2） 作例としては、ダンテ『神曲』トスカーナ、15 世紀後半（大英図書館、ms.Yates Thompson 36）
がある。
 3） フランス国立図書館、ms.lat.18014。黒岩 2016 参照。
 4） M.454 Curitorial Description 参考文献一覧参照。
 ［ http://corsair.themorgan.org/msdescr/BBM0454a.pdf ］（2017 年 11 月 5 日閲覧）
 5） 拙論、黒岩 2014, 2016。






館、MSL/1910/2387（Salting 1224）（Watson 2011, Vol.2, Cat.108, pp.578-591）、1470 年代に
着手されたウルビーノ公妃エレオノーラ・ゴンザーガ所有の『ディオノーラの時祷書』（大英図書
館、ms.Yates Thompson 7）などがある。
 8） 同様の指摘は、Zanichelli 2008, 340-341 参照。
 9） M.454 Curitorial Description, p.1. URL は、上記註 4 参照。
10） M.454 写本の来歴については【附録 1】参照。




13） ロンバルディア地方の彩飾については、Alexander 2016, pp.76-137 参照。
14） 聖十字架の小聖務日課は、f.70 の一時課冒頭に挿絵がない。【附録 1】参照。
15） これらの表徴については後述する。
16） 註 11 参照。
17） 具体的には、ff.146v, 147v, 162v（図 8）で彩飾イニシャルに添えられている。ロンバルディア地
方の彩飾に特徴的なモティーフであるようで、ザニケッリはロンバルディア風フレージャと呼
称する。Zanichelli 2008 参照。
18） 大英図書館、Add.MS 34294。 同時禱書のオンライン電子ファクシミリ参照。British Library 












34294 ］（2017 年 11 月 13 日閲覧）
19） ザニケッリの仮説については、以下、註 20 参照。










23） 銘文の翻刻は以下のとおり。“CICILIA VIRGO FILIA IOHANNIS FRANCISCI PRIMI MARCHIONIS 
MANTUE”.
24） 裏面の銘文の翻刻は、“OPVS PISANI PICTORIS MCCCXLVII”.







26） 書簡は ASMnAG, b.2890, lib.56, c.72r。Signorini, 1985（新装版 2007）, pp.115-116, n.263.
27） 典拠として、H.J. Hermann, Die Miniatur Malerei am Hofe der Este, p.59, Anhang, No.179 を挙
げている。M.454 Curitorial Description, p.4 参照。
28） マントヴァのサンタ・キアラ修道院の修道女で、1474 年歿と記載。
29） 1946 年の Curitorial Description, p.3 において、ルドヴィコ女チェチリアが庶子であり 1474 年
に死去したと記述していることから、Litta 1834b を典拠にしていると推定される。URL は註 4
参照。








イア宮美術館、ms. OA 1346（Alexander 2016, fig.70）；『ミサ聖歌集』スキファノイア宮美術館、
ms. OA 1343（Alexander 2016., fig.71）。
31） この写本については、von Euw & Plotzek（1982）, Vol.2, pp.207-216；ゲッティ美術館収蔵作




32） 上記、註 26 参照。
33） M.454 Curitorial Description, p.3 では、バルバラのことを「ゴンザーガ・ヴュルテンベルク」と
している。ルドヴィコ 2 世とバルバラの五女バルバリーナは、1374 年にヴュルテンベルク公エ
バハルト 1 世に嫁いでいる。文脈から判断してルドヴィコ 2 世妃バルバラ・フォン・ブランデ
ンブルクを意図していると取るべきだろう。URL は註 4 参照。
34） 鹿のインプレーザは、《夫婦の間》東壁面第 1 ルネッタ、コキジバトのインプレーザは同北壁面




37） Litta 1834a では、このガブリエラは、ルドヴィコ 2 世の家系図の中には含まれていない。リッ









ル ツァ の 画 家。フ ラ ン ス 国 立 図 書 館、ms.it.973, f.1）［ http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/
btv1b105278918 ］；ジョヴァンニ・シモネッタ『ラ・スフォルジアーダ』（1490 年刊行。ジョヴ
ァン・ピエトロ・ビラーゴ。大英図書館、Grenville 7251, f.b1。Alexander 2016, fig.172）；ア
ントニオ・ミヌーティ・ダ・ピアチェンツァ『ミラノ公フランチェスコ・スフォルタの事績集
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【附録 1：モーガン・ライブラリ写本 M.454 写本学的記述】
装幀： 木製板の芯に濃紺ビロード装（20 世紀）。見返しきき紙に修復業者のスタンプ捺印（“REPAIRED 
BY DUPREZ LANEY”）。
ページ： 獣皮紙。183mm×132mm.　225 葉。フォリオ番号は、f.1 から f.234 まで各様レクト
頁の右上角にアラビア数字による表記がされているが、f.150 の直後に f.160 が続き、以
下 f.234 まで表記が連続する。2016 年 2 月の現地調査の際、モーガン・ライブラリ＆ミ
ュージアム中世・ルネサンス写本部長ロジャー・ウィーク氏からは、落丁の可能性はほ
ぼなく、フォリオ番号を表記する際のミスと考えられ、フォリオ番号の誤記については








折丁構成： i2, I＊8（1-8v）, II＊8（9-16v）, III＊8（17-24v）, IV＊8（25-32）, V＊8（33-40v）, VI＊8（41-48v）, 
VII＊8（49-56v）, VIII＊8（57-64v）, IX＊8（65-72v）, X＊8（73-80v）, XI＊8（81-88v）, XII＊8（89-
96v）, XIII＊8（97-104v）, XIV＊8（105-112v）, XV＊8（113-120v）, XVI＊8（121-128v）, XVII＊8
（129-136v）, XVIII＊8（137-144v）, XIX＊8（145-161v＊＊）, XX＊8（162-169v）, XXI＊8（170-177v）
, XXII＊8（178-185v）, XXIII＊8（186-193v）, XXIV＊8（194-201）, XXV＊8（202-209v）, XXVI＊8
（210-217v）, XXVII＊8（218-225v）, XXVIII＊8（226-232）, XXIX＊8（233-234）＋ i1.
　　　　　＊ ＝折記号（レクラム）がない折丁。第二折丁（ローマ数字表記で II など）以下、折丁の最
初のページの左下角に鉛筆による整理番号が付されている。フォリオ番号と整理番号
は以下のとおり：f.9: “ 2 ” , f.25: 4 ?, f.33: “ 5 ” ?, f.41: “ 6 ”, f.49: “ 7 ”, f.57: “ 8 ”, f.65: 
“ 9 ”, f.73: “ 10 ”, f.81: “ 11 ”, f.89: “［1 ?］2 ”, f.97: “ 3 ”［＝ 13 か ?］, f.105: “ 4 ”＝［14 ?］, 
f.113: “ 5 ”, f.121: “ 6 ”, f.129: “ 7 ” ?, f.137: “ 8 ”, f.145（鉛筆による痕跡、判読不能）, 
f.162: “ 16 ” ?, f.170: “ 21 ” ?, f.178: “ 22 ” ?, f.186: “ 23 ” ?, f.194: “ 24 ”, f.202: “ 25 ” ?, 









































































































　　F.100： ミニアテュール《悲しみの人》（図 4） 
余白ボーダー装飾：アカンサス文・草花文　下部余白〈プレシ垣内の草地にキジの群
れ〉 































F.145：聖体への祈禱 Corpus et sanguis domini nostri Jesu christi quod accepi et sanguis ejus
　　F.145： 4 行高彩飾イニシャル “C”〈聖体顕示容器〉第二の画家 
守護天使への祈禱 Obsecro angele sancte Dei
　　F.145： 4 行高彩飾イニシャル “O”〈髪を肩にたらした少女の額に触れる天使；銘文　
CONSTANTIA/CONSTANT〉第二の画家
F.145v：起床時に唱える祈禱 Domine, Jesu Christe, fili et Dei vivi in tuo nomine surgo.
　　F.145v：4 行高彩飾イニシャル “D”〈カマイユ彩による青年の側面観胸像〉第二の画家
F.146：祈禱 Deus pro nobis filium tuum crucis patibulum
　　F.146：4 行高彩飾イニシャル “D”〈悲しみの人〉第二の画家
F.146v：祈禱［聖アウグスティヌスの］Presta mihi Domine ut te primum bene rogem
　　F.146v： 4 行高彩飾イニシャル “P”〈カマイユ彩による祈る少女の側面観胸像〉第二の画家 
祈禱 Domine Deus omnipotens eterne et ineffabilis sine fine atque initio
　　F.146v： 4 行高彩飾イニシャル “D”〈三頭の白髪有髭の三位一体の神胸像〉第二の画家 
左余白：花文で装飾された棹条装飾
F.147：祈禱 O divina sapientia tibi commendo visum meum et deprecor te
　　F.147：4 行高彩飾イニシャル “O”〈カマイユ彩による父なる神の聖顔〉第二の画家
F.147v：［見出しなし］O divina mia tibi commendo animam meam
　　F.147v： 4 行高彩飾イニシャル “O”〈カマイユ彩による側面観青年胸像〉第二の画家 
［見出しなし］O divina felicitas tibi commendo os meum
　　F.147v： 4 行高彩飾イニシャル “O”〈フォリアーニ家の枝のモティーフ〉第二の画家 
［見出しなし］O divina pietas tibi commendo manus meas 
　　F.147v： 4 行高彩飾イニシャル “O”〈カマイユ彩による花輪を被った祈る少女側面観像〉第二
の画家
F.148：［見出しなし］O divine amor tibi commendo cor meum
　　F.148： 4 行高彩飾イニシャル “O”〈フォリアーニ家の枝のモチーフ〉第二の画家 
［見出しなし］Laudo te amor dulcissime benedico te, O, amor 
　　F.148： 4 行高彩飾イニシャル “L”〈カマイユ彩によるシターンを弾く天使半身像〉第二の画家
　　F.149v：4 行高彩飾イニシャル “M”〈イニシャル上の銘文：CONST〉
Ff.150-：聖イシドルスによる罪人の告解の祈禱

























　　F.176v： 第 3 読誦　第二の画家 











































　　F.197：4 行高彩飾イニシャル “E”〈イニシャル上の銘文 CORADU/GABRI〉




























ツィスカの 4 分紋章；左に組紐様イニシャル RTA；右に組紐様イニシャル CRA 
4 行高彩飾イニシャル “D”〈カマイユ彩による子なる神の胸像〉（図 18）
　　F.207：4 行高彩飾イニシャル “B”〈祝福をする正面観の父なる神の胸像〉第二の画家











　　F.210v： 4 行高彩飾イニシャル “D”〈カマイユ彩による三面の有髭男性として表された三位
一体〉第二の画家
　　F.211：4 行高彩飾イニシャル “L”〈光に向かって祈る 3 人の少年の側面観胸像〉第二の画家
　　F.215v： 4 行高彩飾イニシャル “C”〈光に向かって祈る 3 人の少年と 1 人の有髭の老人の側
面観胸像〉第二の画家 
左余白：イニシャルから伸びるアサガオ様の蔓草文
　　F.216： 4 行高彩飾イニシャル “D”〈聖ペテロとパウロ胸像〉 





4 行高彩飾イニシャル “C”〈カマイユ彩による光に向かって祈る 2 人の少女の側面観
胸像〉
XXVII（218-225v）
　　F.218： 4 行高彩飾イニシャル “D”〈祈る側面観の男性胸像＝コラード・フォリアーニか？；
イニシャル上の銘文：CORADVS/G/A〉画家 C 
左余白：イニシャルから伸びるバラの花の装飾文（図 9）









　　F.224： 4 行高彩飾イニシャル “E”〈フォリアーニ家の枝の文様；銘文 GABRIELA/COSTAN/S 
CONRAD〉
　　F.224v： 4 行高彩飾イニシャル “D”〈カマイユ彩による光輝くベールを被った側面観の少女
胸像〉






4 行高彩飾イニシャル “D”〈受胎告知〉画家 C 
上部・左・下部に伸びる棒状装飾と空想的な植物文；クジャク
　　F.228： 第 3 読誦 
4 行高彩飾イニシャル “D”〈カマイユ彩による髪を結いあげた女性の側面観胸像〉 
左余白：小葉が連なる枝状のモティーフ
　　F.230： カピトゥルム 
4 行高彩飾イニシャル “D”〈カマイユ彩による光輝くキリスト？の側面観胸像〉 
左余白：バラ様の花文；空想的な花に金泥蔓草文
　　F.230v： 祈禱 





















【附録 2 】チェチリアの祈禱文翻刻（ ff.138v-139 ）
（F.138v） Illumina me Domine famulam tuam Cecila caritate tua gratia tua da mihi et bonam 
mentem bonam memoriam domine Jhesu Christe fac me derelinque re malum et querere 
bonum, domine fac semper stare in tuis scis operibus Jhesu Christe filius dei magnificus vivus. 
Et verus patiens potens laurabilis adoro te et laudo te glorifico te in te vivo domine tu es salus 
mea, tu es vita mea, tu es lux mea, tu es spes mea, tu es fortitudo mea, via veritas et vita 
omnia pro te factae sunt et quod cumque voluisti fecisti domine Jhesu Christe tu es panis 
vivus （f.139） qui decelo descendisti, nos consolare nos visitare, nos redimere. Tu Jhesus 
Christus filius dei dominus noster sancta maiestas, tu es virtus mea magna, tu es resurrectio 
mea, tu es redemptio mea, tu es creator meus, tu es deus meus et dominus meus, tibi 
commendo corpus et animam meam.
（和訳）主よあなたのしもべチェチリアを照らしてください。あなたの慈愛、恩寵をもって私に与
えてください、よき心とよき記憶を。イエス・キリストよ悪しきものを避け、よきものを求める
ようにさせてください。主よ私をいつもあなたの知恵の御業のなかにいさせてください。壮麗な
る生ける神の子イエス・キリストよ。そしてまことに寛大、権能にしてほむべきあなたを拝み、
あなたを讃え、あなたを頌徳し、あなたの中に私は生きます。主よ、あなたはわが救い、あなた
は我が命、あなたは我が光、あなたは我が望み、あなたは我が勇気。まことの道とすべての生命、
またあなたがなそうと望んだことはあなたゆえにもたらされました。主イエス・キリストよ、あ
なたは私たちをなぐさめ、私たちのもとを訪れ、私たちを救おうとして地上に降り来たったこと
を明らかにされる、あなたは生ける糧です。神の子、私たちの主、聖なる威厳、イエス・キリス
ト、あなたは我が大いなる徳、我が復活、我が贖い、我が創造主、我が神にして我が主、あなた
に私の肉体と魂をゆだねます。
